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22

Before

地域の電力会社としか交渉しておらず、市場の高騰の影響を受けたまま、

金額が高止まりしていた。

After 約6億3,000万円/年（23.7%）の削減

新電力から特別割引の条件を獲得。

子会社へも展開し、グループ全体で削減が実現。

電力コスト削減事例：小売業（大型スーパー）

業種：スーパー（高圧）
エリア：東北
拠点数：80契約
平均電力利用量/月：93,300kwh
平均電力料金/月：2,700,000円

2,652,563,881

2,022,831,481

629,732,400 

見直し前 見直し後



714,944,403

505,121,672

209,822,731 

見直し前 見直し後
23

Before

契約が全国で分かれており、拠点数も膨大だったため、

管理に時間がかかっていた

After 約2億4,000万円/年（22.4%）の削減

一括契約をしたことで管理工数を削減。

電力料金削減分で脱炭素化への財源を確保。

電力コスト削減事例：小売業（中古車販売）

業種：カーディーラー（低圧）
エリア：全国
拠点数：705契約
平均電力利用量/月：1,920kwh
平均電力料金/月：85,000円



494,583,116
379,335,496

115,247,620 

見直し前 見直し後

24

Before

・関西電力と契約しており、2023年の値上げがなかったので
そのままにしていたが、次の更新で大幅な値上げを求められた。

After 約1億1,500万円/年（23.3%）の削減

・燃料調整費の高騰を市場連動型の提案でヘッジ。

・事例展開により、FC店舗への支援も拡大。

電力コスト削減事例：食品製造業

業種：食品製造工場（高圧）
エリア：関西
拠点数：2契約
平均電力利用量/月：734,893kwh
平均電力料金/月：20,000,000円



462,358,696

363,316,601

99,042,09
5 

見直し前 見直し後

25

Before

各エリアごとにどのような契約をすべきか分からない状態のまま

エリアごとにバラバラに契約をしていた。

After 約9,900万円/年（21.4%）の削減

エリア特性を活かし、

最安かつ排出量の少ない電力小売事業者へ移行。

電力コスト削減事例：医療業（上場最大手調剤薬局）

業種：調剤薬局（低圧）
拠点数：1024契約
平均電力利用量/月：932kwh
平均電力料金/月：37,626円
年間CO2排出量：5,284t-co2/年



734,797,192
656,768,930

78,028,262 

見直し前 見直し後

26

Before

・契約拠点が膨大（低圧も含めると部屋ごとに契約）のため、
管理ができていなかった。

After 約7,800万円/年（10.6%）の削減

・一括契約により、更新、管理が容易に。

・市場高騰の際は、固定プランへの移行可能に。

電力コスト削減事例：不動産業（ホテル/マンスリーマンション）

業種：ホテル（高圧）
エリア：全国
拠点数：102契約
平均電力利用量/月：21,000kwh
平均電力料金/月：600,000円



49,470
41,909

7,561 

見直し前 見直し後

27

Before

企業単独ではインパクトのある電力料金割引を獲得できていなかった

After 約7,500万円/年（15.2%）の削減

同業他社との共同調達により大幅な割引を獲得。

財源を確保したことで脱炭素への投資が可能に。

電力コスト削減事例：飲食業（上場回転寿司チェーン）

業種：小売（低圧）
拠点数：32拠点
契約数：80契約

（単位：万円）



693,287,126
635,643,382

57,643,744 

見直し前 見直し後

28

Before

・2022年の高騰の際、新電力から地域の電力会社に変更。
その後電力会社との交渉が進まなかった。

After 約5,760万円/年（8.3%）の削減

・市場連動型で直近のコストを削減

・万が一の高騰の際は、固定プランに切り替えられる特

別条件での契約が可能に。

電力コスト削減事例：小売業（独立系ディーラー）

業種：カーディーラー（高圧/低圧）
エリア：東京
拠点数：276契約
平均電力利用量/月：6,800kwh
平均電力料金/月：209,000円



29

Before

エリアによって契約が異なり、

最適なプランの採用について分からない状況だった。

After 約3,900万円/年（26.3%）の削減

エリアごとに特別割引を付与することで

全体のコスト最適化を実現。

電力コスト削減事例：小売業（上場メガネ販売）

拠点数132拠点
契約数：268契約
平均電力利用量/月：951kwh
平均電力料金/月：46,448円

2024年1月29日上場廃止

14,937

11,006

3,931 

見直し前 見直し後

（単位：万円）



15,949
12,802

3,147 

見直し前 見直し後

30

Before

地域ごとに地域の電力会社に契約しており、

料金の高騰により特別割引がなくなっていた。

After 約3,100万円/年（17.7%）の削減

全国一括契約により、特別割引を獲得。

地域の電力会社より排出係数の低い企業を選定。

電力コスト削減事例：倉庫業（上場最大手トランクルーム）

契約種別：低圧
契約数： 1518契約
平均電力利用量/月：200kwh
平均電力料金/月：8,756円

（単位：万円）



16,745
14,078

2,666 

見直し前 見直し後

31

Before

電力会社の選定方法、業界のトレンドが分からず、
地域の電力会社のままにしていた。

After 約2,600万円/年（15.9%）の削減

大幅にコスト削減した上で削減金額の中から、再エネ対

応(再エネ100％ビルに)。

入居テナント企業の物件価値向上。

電力コスト削減事例：不動産業

業種：テナントビル（高圧）
エリア：東北
拠点数：8拠点
平均電力利用量/月：48,500kwh
平均電力料金/月：3,100,000円

（単位：万円）



88,535,267
68,968,973

19,566,294 

見直し前 見直し後

32

Before

・地域の電力会社に契約しており、
2023年に値上げをしていなかったので、そのまま利用していた。
市場価格低下に伴い、燃料調整費が下がらず、相対的に電気代が高かった。

After 約1,956万円/年（22.1%）の削減

・市場の落ち着きに伴い、市場連動型に切り替えて、

単価を削減した。

電力コスト削減事例：ファミリーレストラン業

業種：飲食業（高圧）
エリア：関西（本社は北海道）
拠点数:8拠点
平均電力利用量/月：30,854kwh
平均電力料金/月：934,505円



9,200
7,600

1,600 

見直し前 見直し後

33

Before

新電力に切り替えたことで、独自の燃調費適用により、

金額が高騰していた。

After 約1,600万円/年（17%）の削減

一括契約で特別割引を付与できた。

電力プランを分解し燃調費の高騰を防止。

電力コスト削減事例：コインランドリー業

拠点数： 230契約
平均電力利用量：633kwh
平均電力料金/月：33,000円

（単位：万円）



110,242,419
96,021,147

7,211,740 

見直し前 見直し後

34

Before

契約口数が多いが、利用量が少ないため、
割引額が低く、受け入れしてもらえないこともあった。

After 約1,422万円/年（12.9%）の削減

まとめて交渉することにより、特別割引を確保。

削減した金額でEVチャージャーの設置なども対応。

電力コスト削減事例：パーキング業

業種：パーキング（低圧）
エリア：全国
拠点数：2,383契約
平均電力利用量/月：255kwh
平均電力料金/月：3,861円



3,483

2,373

1,110 

見直し前 見直し後

電力コスト削減事例：物流業

35

Before

地域企業と契約をしており、

燃料調整費・電源調達費などの計算方法変更でコストが高騰。

サプライヤーからのコスト高騰の相談に対応できていなかった。

After 約1,110万円/年（31.86%）の削減

・アイプラスからの特割交渉により削減を実現

・サプライヤーのご紹介をいただき、同様に削減支援、

関係性の改善も図る。

業種：物流（高圧）
エリア：関西
拠点数：3拠点
平均電力利用量：23,000kwh
平均電力料金/月：970,000円

（単位：万円）



36

Before

・地域の電力会社に特別割引を大幅にいただいており、
長年見直しをしても削減が出なかった。
・医療機関なので、安定した供給は第一に考え、
やみくもに電力会社を切り替えられなかった。

After 約793万円/年（3.63%）の削減

・電力会社側の相対電源を確保し、特別割引を獲得し、

削減

電力コスト削減事例：医療業

218,457,300 210,527,300

7,930,000

見直し前 見直し後

業種：医療業（高圧）
エリア：九州
拠点数:3拠点
平均電力利用量/月：30,854kwh
平均電力料金/月：934,505円



7,753
6,967

785 

見直し前 見直し後

37

Before

・地域電力からの値上げの連絡を受けたが、

交渉が思うようにできず、期限が迫っていた

After 約780万円/年（10.4%）の削減

・同業他社との共同調達により大幅な割引を獲得

・該当エリアの給電に強い、最適な電力会社を選定

電力コスト削減事例：飲食業（ラーメンチェーン)

業種：飲食店（低圧）
エリア：関西
拠点数：90拠点
平均電力利用量/月：2,150kwh
平均電力料金/月： 71,000円

（単位：万円）



29,646,16
8 22,079,72

8

7,566,440 

見直し前 見直し後

38

Before

・ドミナントで出店していたが、

ボリュームのメリットを享受できていなかった。

After 約756万円/年（25.52%）の削減

・エリアの店舗をまとめて、電力会社から、特別割引を

獲得した。

電力コスト削減事例：医療業（調剤薬局）

業種：調剤薬局（低圧）
エリア：東京
拠点数：78契約
平均電力利用量/月：640kwh
平均電力料金/月：31,600円



212,189,296

149,169,075

63,020,22
1 

見直し前 見直し後

39

Before

・携帯キャリアの電力会社を利用しており、

セット割を利用していたので、安くなっていると思い込んでいた。

After 約630万円/年（29.7%）の削減

・セット割の金額より、独自の燃料調整費の金額の方が

高く、市場高騰の影響を受けづらい会社に切り替えをご

支援

電力コスト削減事例：学習塾業

業種：学習塾（低圧）
エリア：中国
拠点数44拠点
平均電力利用量/月：758kwh
平均電力料金/月：33,365円



35,073,335
30,108,550

4,964,785 

見直し前 見直し後

40

Before

市場高騰の煽りを受けて、新電力会社の単価が高騰。
地域の電力会社を使うより高くなっていた。

After 約496万円/年（14.2%）の削減

固定単価の電力会社に切り替え安定性向上。

その後市場の安定に伴い、市場価格を単価に連動させる

プランに変更。

電力コスト削減事例：上場リセール業

業種：リサイクルショップ（高圧）
拠点数：57契約



6,986,459

4,857,217

2,129,242 

見直し前 見直し後

41

Before

・気温の上昇により、電力利用量が増え、デマンド値が高騰、

基本料金が高騰してしまっていた。

After 約212万円/年（30.4%）の削減

・市場連動型の提案で基本料金を圧縮

・コストを削減したことで、店内の設備投資が可能に

電力コスト削減事例：ホームセンター業

業種：ホームセンター（高圧）
エリア：中部
拠点数：4契約
平均電力利用量/月：53,000kwh
平均電力料金/月：1,700,000円



6,650,825

4,675,530

1,975,295 

見直し前 見直し後

42

Before

・2021年の市場高騰時から、電力会社の切り替えをしておらず、

値上がりを放置していた。

After 約197万円/年（15.2%）の削減

・当時の市場感で最安の電力会社を選定し、

拠点ごとの乗り換えを支援

電力コスト削減事例：保育業

業種：保育園（低圧）
エリア：東京
拠点数41拠点
平均電力利用量/月：702kwh
平均電力料金/月：26,553円



4,009,031

2,999,958

1,009,073 

見直し前 見直し後

43

Before

・地域の電力会社に契約しており、日々の電力利用量に対して、

ピーク帯の電力利用量が多いため、基本料金が上がってしまっていた。

After 約100万円/年（25.1%）の削減

・市場連動型で基本料金が安い電力会社に切り替えるこ

とで、主に基本料金のコストを削減

電力コスト削減事例：不動産管理業

業種：不動産管理会社（高圧）
エリア：東京
拠点数:1拠点
平均電力利用量/月：10,258kwh
平均電力料金/月：334,000円


	Slide 1: トレンドテックの導入ご支援 
	Slide 2
	Slide 3: 会社概要
	Slide 4: 豊富な解決サービスから、ピッタリのものをご提案 
	Slide 5: ご支援の特徴
	Slide 6: コストの最適化と収入増
	Slide 7: 事例：電気代カット
	Slide 8: 事例：通信費カット
	Slide 9
	Slide 10: 電力プランのタイプ分けについて
	Slide 11: 原価高騰により、電力会社が「逆ザヤ」に。売れば売るほど損。
	Slide 12: 電力各社の振り返り
	Slide 13: 急増する電力会社の倒産・撤退
	Slide 14: そのため、全国の地域電力が大幅な値上げを実施
	Slide 15: その後、2023年以降は仕入れ価格が落ち着いています
	Slide 16: 電力単価の削減＝初期投資をかけずに電力料金ダウンが可能 
	Slide 17
	Slide 18: 今後、電力会社を選ぶ上で必要な観点
	Slide 19: ご提供する価値
	Slide 20: ご準備いただくものは大きく3つ
	Slide 21
	Slide 22: 電力コスト削減事例：小売業（大型スーパー）
	Slide 23: 電力コスト削減事例：小売業（中古車販売）
	Slide 24: 電力コスト削減事例：食品製造業
	Slide 25: 電力コスト削減事例：医療業（上場最大手調剤薬局）
	Slide 26: 電力コスト削減事例：不動産業（ホテル/マンスリーマンション）
	Slide 27: 電力コスト削減事例：飲食業（上場回転寿司チェーン）
	Slide 28: 電力コスト削減事例：小売業（独立系ディーラー）
	Slide 29: 電力コスト削減事例：小売業（上場メガネ販売）
	Slide 30: 電力コスト削減事例：倉庫業（上場最大手トランクルーム）
	Slide 31: 電力コスト削減事例：不動産業
	Slide 32: 電力コスト削減事例：ファミリーレストラン業
	Slide 33: 電力コスト削減事例：コインランドリー業
	Slide 34: 電力コスト削減事例：パーキング業
	Slide 35: 電力コスト削減事例：物流業
	Slide 36: 電力コスト削減事例：医療業
	Slide 37: 電力コスト削減事例：飲食業（ラーメンチェーン)
	Slide 38: 電力コスト削減事例：医療業（調剤薬局）
	Slide 39: 電力コスト削減事例：学習塾業
	Slide 40: 電力コスト削減事例：上場リセール業
	Slide 41: 電力コスト削減事例：ホームセンター業
	Slide 42: 電力コスト削減事例：保育業
	Slide 43: 電力コスト削減事例：不動産管理業
	Slide 44
	Slide 45: 世界で温室効果ガス削減の流れ
	Slide 46: 事業者が削減すべき「温室効果ガス」とその対象とは
	Slide 47: 排出量削減に向けて対応すべき施策
	Slide 48: Scope3の15のカテゴリ分類とそれぞれで行うべき施策
	Slide 49: サプライチェーン排出量算出や削減に取り組むメリット・必要性
	Slide 50
	Slide 51: カーボンニュートラル実現までのプロセスの始点は「可視化」
	Slide 52: 再生可能エネルギーを使った脱炭素手法一覧
	Slide 53: 取引可能な環境価値の種類
	Slide 54: 各対応策の特徴
	Slide 55: GX（脱炭素対応）メニュー① CO2排出量可視化ソリューション
	Slide 56: GX（脱炭素対応）メニュー② 非化石証書の提供
	Slide 57: GX（脱炭素対応）メニュー③ EV充電サービス・充電器導入
	Slide 58
	Slide 59: その他EV充電サービスプレーヤー
	Slide 60: 2023年3月末時点の日本国内のEV充電スポット数
	Slide 61: GX（脱炭素対応）メニュー④ 各種サステナビリティ関連認証取得 
	Slide 62: GX（脱炭素対応）メニュー⑤ CO2回収装置の導入
	Slide 63: 参考：CRRA（シーラ）について
	Slide 64
	Slide 65: デジタル領域の課題をワンストップで解決
	Slide 66: 豊富なDXソリューションをスマホ1台からご提供
	Slide 67
	Slide 68: 業務効率化の第一歩、スマートデバイスの導入も最安値で
	Slide 69
	Slide 70: ChargeSPOTの設置導入
	Slide 71: ChargeSPOTの導入メリット
	Slide 72
	Slide 73: 中小企業強化税制を活用
	Slide 74: 節税商品
	Slide 75: 商品本来の用途
	Slide 76: 節税だけでなくしっかり利回りも出せる
	Slide 77: GPU提供事業のビジネスモデル
	Slide 78: 協力企業
	Slide 79: データセンターの電気料金は日本最安値レベル



